
年 7 月 日
年 月 日

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等

A

B

C

意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

すべての市民は、緊急の傷病時には、いつでも、適切な診療を受けることができる。

E

D

B

C

75.0A
十分な医療体制が整って
いると感じている人の割
合

58.7％ 62.761.7

２１年度（実績）
２２年度（目標）
　　　　　（実績）

２３年度（目標） ２６年度（目標）成果指標 単位 1９年度（実績）

２２２２．．．．施策施策施策施策のののの意図意図意図意図とととと成果指標成果指標成果指標成果指標

２０年度（実績）

単位

人

対象指標

235,692 237,501

２０年度（実績） ２１年度（実績） ２２年度（実績） ２３年度（目標）

233,340236,461

２６年度（目標）

全ての市民

236,057人口 236,711

平成平成平成平成 年度年度年度年度

作成日

更新日

23232323

2523

岩橋　隆一郎

関　係　課　名 保険年金課、富士大和温泉病院、三瀬診療所

施策統括課

課　長　名
（施策統括責任者）

分野総合
計画
体系

健康づくり課地域で安心して生活できる社会の実現

地域医療の充実

１９年度の計画見直し時に、市民の５８％が十分な医療体制が整っていると感じている。
また、直近のアンケートでも約９割の市民が「今後の重要度」を示している。
当初の目標設定である平成２６年の７５％を達成するため、年割りで平成２３年の目標を
７２％に設定した。

成果指標設定の
考え方（成果指標

設定の理由）

目標設定の考え方
（平成２６年度）

成果指標の測定
企画（実際にどの
ように実績値を把

握するか）

市民意向調査

市民が通常の傷病時および緊急の傷病時に適切な治療を受けるためには、十分な医療体制が必要で
あることから、十分な医療体制が整っていると感じている人の割合を指標とする。

施策№

2

9

第2章

施　策　名

すべての市民は、緊急の傷病時には、いつでも、適切な診療を受けることができる。

　　　　目指目指目指目指すすすす成果成果成果成果（平成２６年の状態）

１１１１．．．．施策施策施策施策のののの対象対象対象対象とととと対象指標対象指標対象指標対象指標

1９年度（実績）

66.0

71.9
72.0

１８年度（実績）

202,983

１８年度（実績）

58.4



（１）時系列比較（総合計画の基準値と現状の比較） （２）近隣との比較 （３）市（役所）の裁量余地の大小

（比較対象自治体名： ）

成果がかなり向上した。 近隣と比べてかなり高い水準である。 裁量はかなり大きい。

成果がどちらかといえば向上した。 近隣と比べてどちらかと言えば高い水準である。 裁量はどちらかといえば大きい。

成果はほとんど変わらない。（横ばい状態） 近隣と比べてほぼ同水準である。 裁量はどちらかといえば小さい。

成果がどちらかと言えば低下した。 近隣と比べてどちらかと言えば低い水準である。 裁量はかなり小さい。

成果がかなり低下した。 近隣と比べてかなり低い水準である。 裁量余地なし。

６６６６．．．．施策施策施策施策のののの現状現状現状現状のののの課題認識課題認識課題認識課題認識

【現状】
救急医療体制
　○休日夜間等の救急医療体制は一定の水準を確保している。
　○市民に対する正しい救急医療体制に関する啓発が不足している。（コンビニ受診と言われる不要不急の受診を避けるなど）
　○22年4月から佐賀大学医学部付属病院で小児救急の運営を始められた。

中山間地の医療体制
　○Ｈ20年度に富士大和温泉病院改革プランを策定し、医療機関としての機能や市としての役割を明確化したため、この改革
　　プランに基づき、運営の健全化に向け取り組んでいる。

横ばい 減少している

評評評評
価価価価
理理理理
由由由由

達成度：成果指標が７１．９％で目標６６．０％を上回っており、達成している。
妥当性：構成事業については、成果に直結する事業が多く、事業の充実を図ることにより、成果向上が期待できるため、
　　　　　現行の体系でよい。
経済性：一人当たりの施策の事業費は増加しているが、成果も上がっている。
必要性：市民アンケートによる今後の重要度が88％と高い割合を維持している。

必要性（市民・社会ニーズ） 増加している ●

一部妥当ではない 妥当ではない

一部見直しが必要 大幅な見直しが必要

概ね達成 達成していない
評評評評
　　　　
　　　　
価価価価

達成度（単年度目標） ● 達成している

妥当性（構成事業見直し） ● 現行の体系でよい

経済性（費用対効果） ● 妥当な水準である

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート２２２２

①この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）

ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

３３３３．．．．施策施策施策施策のののの特性特性特性特性・・・・状況変化状況変化状況変化状況変化・・・・住民意見等住民意見等住民意見等住民意見等

【市民】　　　　　・救急医療に関する情報を理解し、不要・不急の受診を避けるよう努める
　 　　　　　　　　・健康づくりや救急医療に関する知識（献血や骨髄バンク登録、ＡＥＤ取扱等）や意識を高める
【医療機関等】 ・医療・保健・福祉の連帯を強化し、医療体制を充実する。

イ）行政の役割（市がやるべきこと、都道府県がやるべきこと、国がやるべきこと）

【市】　・ 救急医療体制等に関する情報発信を行う
　　　　・ 救急医療体制に関する現体制を維持・改善していくため、医療機関との連絡調整の緊密化を図る
　　　　・ 富士大和温泉病院及び三瀬診療所については、医師の確保と経営の健全化を図り、安定的な医療の確保に努める
【県】　・医療法に基く保健医療計画の作成とその実践　地域医療再生計画の作成及び実践
【国】　・公立病院等に関する財政支援措置

②施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？

　○高齢化の進行による医療機関受診者の増加が見込まれる。
　○公立病院は医師不足等により経営難になることが懸念される。
　○国より公立病院改革ガイドラインが提示され,自治体の役割の明確化が求められる。
　○県では、県立病院の移転に伴い、救急医療体制の充実が図られることになっている。
　○佐賀大学医学部付属病院の小児救急については、来診者はすべて受け入れるという方針で運営を始められ、子ども診療所との今後の連携
　　のあり方等協議が必要。
　○佐賀県地域医療再生計画[三次医療圏]により、平成25年度末まで、がん対策・感染症対策・周産期医療・医療従事者の確保及び医療連携
　　体制の構築を目的に、各分野で施策を実施される。

③この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？また、その意見・要望にどう対応するのか？

　○医療体制に対する要望は高いため、現状の医療体制を維持する。
　○救急医療についての情報提供が求められているため、正しい情報を今後とも提供していく。
　○休日夜間こども診療所運営に関して、後方支援病院の体制の充実が求められており、医師会等医療関係者と協議していく。

５５５５．．．．施策施策施策施策のののの前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果のののの振返振返振返振返りりりり

４４４４．．．．施策施策施策施策のののの成果水準成果水準成果水準成果水準とそのとそのとそのとその背景背景背景背景（（（（近隣他市近隣他市近隣他市近隣他市やややや以前以前以前以前とのとのとのとの比較比較比較比較、、、、特徴特徴特徴特徴、、、、そのそのそのその要因要因要因要因とととと考考考考えられることえられることえられることえられること。）。）。）。）

○救急医療体制は充実しており、市民の
　　利便性は高い。
○中山間地に2箇所、市立病院等を設置
　　している。
○中山間地以外の医療機関は充足して
　　いる。

○医療計画や病院等の開設許可は県の
　　役割。
○公立病院設置・救急医療体制整備・救
　　急医療情報提供は国と県と市の役割
○医師の確保が難しい

＊上記の背景と考えられること。 ＊上記の背景と考えられること。＊上記の背景と考えられること。

○休日・夜間等一次救急医療体制は充
　実しているので、成果指標が目標を
　上回ったと考えられる。
○4月から佐賀大学医学部付属病院で
　小児救急の運営を始められた。



●次年度方向性の考え方

減少 維持 増加

事　務　事　業　の　コ　ス　ト

維持

減少

事務事業の成果向上余地

９９９９．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの次年度次年度次年度次年度のののの方向性方向性方向性方向性

　休日夜間こども診療所運営事業、休日歯
科診療所運営事業、病院群輪番制病院運
営事業、在宅当番医制運営事業、救急医
療情報システム事業、国民健康保険三瀬
診療所運営事業

事
務
事
業
の
成
果

向上

　富士大和温泉病院事業会計繰出金、新
県立病院建設事業負担金、国民健康保険
診療所特別会計繰出金、富士大和温泉病
院事業会計特別調整交付金繰出金、国民
健康保険診療所特別会計特別調整交付金
繰出金、看護学校運営補助事業

小

８８８８．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの成果優先度成果優先度成果優先度成果優先度（（（（施策成果施策成果施策成果施策成果にににに対対対対するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業のののの成果成果成果成果））））

施
策
目
的
に
対
す
る
目
的
直
結
度

休日夜間こども診療所運営事業、休日夜間
こども診療所設備等更新事業、休日夜間こ
ども診療所基金積立金、病院群輪番制病
院運営事業、在宅当番医制運営事業、富
士大和温泉病院事業会計繰出金、富士大
和温泉病院事業会計特別調整交付金繰出
金

休日歯科診療所運営事業、国民健康保険
三瀬診療所運営事業、国民健康保険診療
所特別会計繰出金、国民健康保険診療所
特別会計特別調整交付金繰出金、救急医
療情報システム事業

看護学校運営補助事業

　○救急医療体制を今後とも維持していくために、市民へ正しい救急医療に関する意識啓発を強化する。

　○救急医療体制の充実のために、県及び医師会など関係機関と協議しながら連携強化を図る。

　○中山間地域の地域医療の確保のため、富士大和温泉病院の維持・改善を図る。（富士大和温泉病院改革プランの実施）

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート３３３３
７７７７．．．．施策施策施策施策のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためのためのためのため今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

【取り組むべき課題】
救急医療体制の整備
　○正しい救急医療に関する市民啓発の充実、市民への啓発活動への取り組み。
　○佐賀大学医学部付属病院や新県立病院、佐賀市こども休日夜間診療所の後方病院（二次・三次病院）としての
　　連携など、救急医療体制の充実のために関係機関との協議を行う。

中山間地医療体制の整備
　○富士大和温泉病院改革プランに基づき、医療機関としての機能や市としての役割を明確化するとともに、医師の確保や
　　病院経営の強化が必要。

大 中 小

大

中



１０１０１０１０．．．．施策施策施策施策コストコストコストコストのののの実績実績実績実績

単位

本数

千円

千円

千円

円

円

円

１１１１１１１１．．．．経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議でのでのでのでの指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項

　■実績水準総合評価 　■採点結果（経営戦略会議・市民意向調査）
（28点満点）

・18年度評価 19.32 ・実績水準総合評価（28点満点） 20.82

・重要度総合評価（14点満点） 10.93

・19年度評価 17.48 ・今後のコスト水準（10点満点） 6.42

・市の裁量余地の大小（10点満点） 5.47

・20年度評価 16.07

※経営戦略会議調整

・21年度評価 19.11    なし（採点結果どおり）

・22年度評価 18.37 参考：H23方針

成果維持・コスト維持

　■平成２４年度方針

平成２０年度実績

8

同
⑦ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ（定義式：　　　　　④　　　/　  237,501       　）

項　　目

1,569

234

316,981

55,730

効率性指標

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート　　　　４４４４

58,487

425,070

1,544

52,574

638,907

2,469

平成２１年度実績

372,711

1,335

平成２２年度実績

9

366,583

16

586,333

221

2,690

246

1,790

対象（受益者）１単位あたりもしくは市民１人あたりの施策の
⑤事業費（定義式：　　　　　②　　　/    237,501        　　）

同
⑥人件費（定義式：　　　　　③　　　/　　237,501　      　　）

施策トータル
コスト

①本施策を構成する事務事業の数

②事業費（事務事業の事業費合計）

③人件費

④トータルコスト（②＋③）

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト


